













見本 』 『元禄式』 の出現と去来門人空阿 ・ 空阿門人百羅」 （ 『連
歌俳諧研究』
87、 平成６年７月）参照） 。広瀬家の系譜は、 子の日々














マ） 」を付した。難読の箇所は□で示し、推定で読んだ箇所は□で囲んだ。書き誤りを直してある箇所は、 直した方を本文として示し、いちいち注記をしなかった。　『増補誹諧狂菊抄』 については、 適宜国会本を参照し、 国会本に拠って補った部分を ［
　














































	 薄緑地に白抜文字料紙 縦二三． 三㎝×横一七． 〇㎝。
題簽……






	 二〇．七㎝（巻頭「夫、天地の……森羅」 （一丁表）を計測） 。
丁数……
	 二八丁（墨付き二八丁、ただし最終丁は裏表紙見返しに貼り込み） 。
〈翻刻〉夫、天地の中に生育する森羅万像、人その霊妙をそなえ、諸道みな中を以てみさほとす。神に中常、仏に中道、儒に中庸あり。俳諧またしかり。道の中にあたるものは、動静広狭、心の侭に句をなすもの也。今汝の誹風を見るに、中分 気 」 （
一オ）よく備れり。幽玄曲
流の姿を得て、高山拉鬼 俤も具せり。その中 ひとつの病ひを交たり。思ふへし 情直にして 句々を思ひ過し多し。それゆへに、捨へき場をすてすして、功なき処に心をいためて詮なく 尤遅吟なり。句を作、 」 （
一ウ）生得はすみやかなり。なつみたきゆへに、
句にとゝこほり有り。 とへは、富貴なる人の宝を用ゆる事を知らすして、ひとり老ゆく如し 句は滝水の如く、なつみとゝこほる事なきを要とす。功達猶しかり。況や 今 麓 り。不達者にしては、向上の一路に至る事、他に」 （
二オ）おくるへし。順巻又は独
吟の巻を作るにも 平日他人交席 心 以、心をさま〳〵進み、跡を思ふ事なかれ。我老師のしめしにも 句は旅人 ことし。一歩も前へすゝむへし。金銀路糧を忘れた と 行先に又有るへ と心得て、 」 （
二ウ）かりにも跡を見るへからすと。常に是を思ひ忘るへか
らす。予、此道に心かけた はしめ、今汝の姿を得たり。淡々 常に句の遅き事を責て戒められけるを、はつかしき におもひ、能き句せんと思ふ欲心 はなれて、人の捨ぬ場 も捨て、其場を奪ふ心かけを発し、いつとなく」 （
三オ）句の達者を得て、高山峻嶺の危きを











たり。此地の我力とたのむもの也。常々申ことく、姿は得たり 人のいろ〳〵の姿に ほまれあ と 、それ くらへむへからす。今の姿を以て句をなすとき 、他 抽たる一情、誰か是 ならはん。たゝ句の遅吟なるは、をのれか欲あるゆへと 」 （
五オ）誹情にたくは
へ置けるたからをおしま 、貴人の場はさて置き、非人乞食の捨たる処をひろひて、我たからを投て道を急くへし。路用なくても 達者な ものは旅行 はか行くもの也。子
―
の如く、誹のたからを蔵に
たくはへ持ても、 不達者に は貧者」 （
五ウ） の同行より跡に行くへし。
此さかひを平生心に捨すして、いく度も句を捨る事をわらぐつの如くすへし。捨る事、日なら 句の達者 得へし。生 つ の誹に不堪は見へす。今句に遅きは、みなを 欲よりおこ 処なり。かく云へはとて、我一道の至極を」 （
六オ）云ふにはあらされとも、数
年此道にくるしひ、諸国の風雅に会し 初心 取り立たる数多なれは、功達の人を見る事は知らされと、初心 見る事 つから得たり。たとへ、予か 立違ふにもせよ 今爰にしめす処 みな道の上達する処の杖をあたへる心」 （
六ウ）なれは、是を守りて損は
あるまし。他に くれて一道篤実にして、しかも抜群の器あれは、予か思ふ処も是にひとし。それゆへ我心腹を明し 爰にそ 病ひ論して筆記してあたふる事也 嵐雪 句情幽玄にて、はしめて蕉翁
の門に入る日より句にほまれ多かりき。其角は句々」 （
七オ）あれて、
初心 うちさして人の耳をおとろかす事もなかりけれと、道の秀才にして、句を吐く事、唾を吐くよりも心安く、人の十 を作るうちには百句を捨る 常の業として、終に一道の源を得る事、嵐雪にすくれ、蕉門一流 ほまれ、一人に侍り。 」 （
七ウ）予か如きの道に用ひ













































































































































































































































































此附句、 おきな一代一句也。前句を端書と見なしたる所もあり。又、前句は眼前の景情を述たる也。附句は前句の目前のありさまに思ひ合せて、古人 との歌にても綴りたる事もありけるを思ひ出したる心もあり。所詮、 」 （
一五オ
）前句の鳶は現在、後句の





























































の上へおき、それより墨を和り、筆を二本取り 見合 一本を硯海にひたす し。忘れても、筆を口にてしめすへからす。文台の」（
一八オ
） うへなる懐帋を取りて、 三ッ折の初折口より六分めを見合せて、
誹諧之連歌と書付へし。其時に 宗匠よりほ句を乞。句者声あらは、右之ひさを立て、筆を染め 上五を請とり、五七 続ヶて請取
リ、
宗匠の言葉を待へし。宗匠より下知あらは 是を書へし。 」 （
一八ウ
）上
五より中七は、同し墨にて書、下五を墨次 し。誹名は極 墨を続もの也。書終りて吟声高くすへし。ワキより 第皆々此法也。一順過ては、ひさを立るに及す。附句の遅き所
ニ而は、見合て折々前句








へかゝる也。もしおそく香方来りて、いま 香 間に合ぬと見たらは、花前の句を緩々と書て吟すへし。次に、花の句は、兼而作者心得有る事なれは、 宗匠其侭下知あるへき事也 」 （
一九ウ
）香煙と吟声と、







るときは、自然と覚るもの也。さて、満吟あらは、四折を次第に文台に重ねて、初折の口へ、年号月日をさらりと書て置 水引 二本と三本 とり分て 懐紙を文台のうへ て、閉ざるうちに吟する」（
二〇ウ
）法もあり。又、とぢてのち吟するもあり。時の宜きに随ふへ
き歟。 吟声の時は、 筆に墨をひたし、 右に持 右のひさを立へし。 是、もし句に書誤りある時は、直すための心得也。とぢ候時は、左のひさの下へ懐紙を敷て、 はんさし て通し、 水引、 」 （
二一オ
）天穴に弐本、














執筆小音にては、 末 ヘ声のとゝかぬも と心得へし。 」 （
二三オ
）巻中、




















見浦の図を画き給ひ、尤是は硯の方也。左 方に あふきをひらきたる処を書たまふ。 は、西行法師、伊勢の二見浦にて歌よみけると 、あ きをひらき敷て 其上にて」 （
二五ウ
）たんさくを調へら
れた 故事に思ひ合て、風雅は此ことく侘を第一とする事を、末世へよくいましめんため也。其あふきの地紙の処に 松か梅かをあふきの絵にあしらふ。是は、晋子の作也 白扇もいかゝなれは、 」（
二六オ
）聖廟の神木のうちなれは也。其土佐の家老の造られたる文台、






























おそらく、百蘿に贈られたものは文泰自筆本で、本書はその写本であろう（筆写者は不明） 。同名の著作が国立国会図書館にも所蔵され、 本文に多少の違いはあるが、 内容 同じ。ただし、 国会本に比べ、手錢記念館本の方には増補された章段があり、収録されている章段の前後にも違いがある。 その内容には美濃派を批判した箇所があり、百蘿も美濃派には批判的な立場を取るため、そ 共通点から贈られたものであろう。なお、 〔
　
〕 で示した本文上欄への書込みと貼紙 （両


















































生足下」 、 「此 巻は尾州名古屋の人松浦文泰といへる医師の作也。いかにして予か愚名を伝へ聞れけん 校考せよとて手書して送りこされ侍る。こゝろさしふかきおのこと見えたり。書中あやま る事もあれとも、まゝ又確論も多けれは、捨へきにはあらねと、当時獅子門信仰の人にはさしさ る事も また れは、他見をはゝかり、唯家書 し 窓外には出すへからす。 」
〈翻刻〉　　　
増補誹諧狂菊抄序































































































是を以て連歌の始とし、いま正しく甲斐国酒折の神霊は連歌の祖神と崇め奉り あり。その故をしらぬとも、是もまた後人の作言なは、右の歌はいま世にいへる返歌にして、連 のことく付 物にあらす。もし、旋頭歌の附合也と謂ふへきか 何れにも、家持と尼とのことき事とは思はれす。尓れ も今是を改めむとせは、恐れあるに似たれ 唯根元の理をのみ考 しる き事か。其後、藤原為藤卿 鎌倉にて諸越 連句に擬へ、百句連続 式を作り給ひしより、二條良基公、一條兼良公等、代々式目定つ 後は一方の道と成れり。それより以前 、たゝ 人の」 （
三ウ）一興に上の














此歌、 鶯はひとく〳〵と鳴く物故に、 我は花をこそ見に」 （
四ウ） 来つれ、


































支考か十論に、 姿情と言事有。以之外なる相違、 一笑にたえす。是より発て、詩歌連歌等にいへる姿の事をさへ、支考流の誹諧士は、 」 （
六オ） 取違へてあらぬ僻事をもてはやす。 歎かしき次第也。
事長けれは前段に記すへし。
さるを芳山、 桃青等出て、 心詞の理屈、 狂言をやめて、 唯俗談の［侭］に句作りしより 始ていまの誹諧の姿は出たり。尓れ共、古今集の誹諧歌より見れは、まことに［芭蕉以前は連歌と誹諧の姿は明白也き。 ］
	 芭蕉以後、いまの風義は、誹諧にはあらて、唯、俗語の連歌
といふ物になれり。芭蕉流に誹諧の姿は 決してなき事に定まれり。さる程に、此頃の は、大かた連歌 紛れ 優美過たる句作、折ふし見へたり 昔は、優美の言語は連歌めくと 制禁なる由。此境は、当世の誹諧をのみ仕習ひて古代の姿をしらぬ輩の論に 及へからす。尓れ共、古くいひ伝へし詞は残 て、いまも世間に一句に誹諧 なき、誹言か弱 抔と口 はいへと、何か誹諧やら、何か誹言やら、 」 （
六ウ）其差別もしらて、人并にいふ事とのみ覚へしならん。













巧なる事はかり誹諧の躰といひしを、芭蕉時代より其理屈体狂言綺語の風義をやめて、朝夕世話の詞を其儘に五七五とつらね、それか中に余情をふくませ 人情の思ひをのふる事、詩歌連歌にも当らぬ事になれり。芭蕉前後の誹諧は、見る人聞人ともにとつ 笑ひ、一座の興を催す計にて、街放下豆蔵 咄を聞ことくなれは、人心の誠を尽し、鬼神をも感せしむる誠 事に あらさりし。然れは、
	
芭蕉以後の俗連歌は、其詞賤しく、凡下なりといへとも、人〳〵の吉凶、山川花月 風景まて 句 作る物なれは、其座は勿論、後〳〵
	
五七十年過ても、を 〳〵小首傾けて感称し 依ては、 」 （
七ウ）
不覚の落涙する句も有れは、誹諧 名に誹諧の姿こそ けれ。桃青の一手柄と謂へし。
古風の狂言綺語をやめて、俗語の連歌となれるは人みな芭蕉より始しとはかり覚へしは、彼支考か十論に、古池や蛙の句に辨説をあやなし、妄言せしより出たる事也。元来 芭蕉は季吟門葉たるか、其頃はや古風変 て、爰彼今世 如き俗談の句作と成を、芭蕉は漂泊の風雅人にて諸国を遍歴し、所々 弟子も多く有し故 終に芭蕉より始ま しと思ふは、ことはり也。大海の古今を知らぬいま 世、井中の蛙はかりの故ならん。けふにても古今に通せさる誹諧士は 宗匠と成 も、 其差別を知らす、をのれ一代切の物知りにて、終る者計也。 」 （
八オ）誠や、韓退之
か禽獣 襟裾せると嘲り笑ひしもさる理なるか。
去りなから、此俗談平話にさま〳〵あり。大身高貴 人〳〵より、蓑笠に鎌鍬の土民まて、 我朝の風俗とて好てすれは、 成安き風雅故其たけ〳〵、其身相応の風俗をいへは、其人〳〵に依て 又その善悪も有へし。されは、名府露川か門弟子のこ く、武家はかり寄合ての平話には、切るの突くの、鎗よ長刀よ、鎧着るは簱上る とそれはかりの誹諧といひ、其外職人農民の類ひもをのれ か常よ
り外は知らぬ者故、それたけの楽みとなる事、又風雅の一徳也。尓れは、此俗談平話を其侭に句作る事、道の弘まれるはしめとなる物か。 」 （
八ウ）
此の事に付て、古代より制禁遠慮等の事あり。何者にても我職分の事をいはす、又一座にその職分の人ある時は、遠慮する事成しを、近年、其誡めを用さるも亦一理あり。貴賤老若男女とも大勢寄集たる会席に 遠慮すれは、さしつかへる事多き故也。尓れ共、面々 のれ〳〵か職分の事をいはさるは、事少くしてさしつかへなし。よしそれも品に寄 へきか。又何ほと大勢の中にて遠慮 かたくとも 一座の人の心にさはり、賤しめ嘲る様 事は常〳〵とても其心得有へし。
されとも、其心得なき宗匠は偏頗に成て悪かるへし。惣して風雅を譬へていはゝ 詩歌は束帯して殿上に座せるかことく、聯句連歌は烏帽子狩衣なとにて花の下に」 （
九オ）立るかことし。素より賤しき姿
ならねは、其所行 又優美にして、定まれる格式あり。尓るを俗談の誹諧に至ては 姿賤しといへとも、其興ある事、極りなし。大名も躍をとれは、法師も書院にて奴を振り 鍬の柄に金箔ををけは、屏風は骨 鏡台に用ひ、街談義 も聴衆多けれは、塩辛売も唐詩選の講読する抔と変化様〳〵にして、 是を誹諧の手柄一興とも謂へし。されとも一方の道 いへは、仮初にも師範と成へき者は、心得有へき事ならんか。俗とは風俗の事にし 、その国、その所 其人のならはし也。平話の平 、 平［生］ 平素の平 して、 国〳〵 所〳〵人〳〵の平生あれは、長崎 上手 松前の宗匠には心許なく、熊野の弟子は木曽路の師範うけむ事、覚束なきやうなれ共、其所 よく理会したる宗匠は」 （
九ウ）今世にそれ誰そや。そも〳〵又俗談にも道





それ連誹懐紙のおもてに、神祇釈教等をいはぬ事、いかなる子細ならん。知らす。誹諧は、其もと連歌を模したる物なれは、連歌の家には此事の故実にてもある事か。然れとも、 今按するに 百韻の中、月花を言ふ 、景物のお く賞翫なる物と言ひ 惣しての に、春秋をのみいへは、夏冬はをのつからこも 故にや、古 集を始め、代々撰集にも春秋恋 部は多くして、夏冬その外は少し さ 事を学へる物にや。花月の景物に」 （
一〇オ
）つれて、春秋恋は三句より五
句迄、夏冬其外は一句にていひ捨、又は三句まて続け も、四句、五句とはゆるさす。畢竟連歌の百韻も古今集に准せし物にや。さる物から神祇釈教の類を表 禁せしか 左なく 、表の内は の始るか故、 安らかにすへきためか。十句表の時、 恋を二句さ 加る事是亦故実の習あるよし、口決 うくへし。　　　　
恋の詞の事
古伝の誹書に恋の詞、 非恋の詞とて、 二條に書わけ置たり 尓るを芭蕉流には、心の は恋にして の恋は恋にあ すと立し事、いかさま理に当れる事かとおもひ居たりしか、 此ほと能々考へ見れは、此所には、いさゝか論もこそ有へけれ。昔の誹諧 前 言ふ如く姿のみ誹諧にして」 （
一〇ウ
）句情の詮義なかり［し］故に、心の恋と
言事始よりあらされは、恋に成へき物をいへ 則恋句に用ひたると見えたり。今、芭蕉流 俗語の連歌なる故、誹諧 姿は捨て、句情をのみ味ふ事なれ 傾城、野郎こと は唯人物の名にし恋にたてぬ事、句情と姿の差別より出たり。尓れ共 若後家 娘類と違て、も 傾城 野郎類の者は、押出し る恋の人物な 句作に依ては 何れとも成へけれ共、全体人物の名なれはとて、表なとには遠慮有たき物か。亦、若後家、娘等 押出したる恋の人物
にあらす。されとも、若後家は不祥の物にして、述懐かましき物なれは、是又表には遠慮すへからむか。娘又は聟の類ひは、表に言とも、芭蕉家の発明 随はゝ、其恐れなきに似たり。尓れ共、いま芭蕉流に 心の」 （
一一オ
）恋といふ句を聞くに、何所にひとつ恋らしき






















き風雅なる故、悪蒙の族も年経て上手にはなれ共、全体不学の文蒙故か、斯様の事とも弁へしらす押出したる祝義の席なとにても、むためきたる句作をして我は顔なる輩も見ゆれは、初心稽古の内は格別の事、何某の誰某のと名を得るほとの誹諧士なと 、かゝる事をも能々吟味すへし。無常とは 世のはかなき事にて、飛花落葉を見ても浮世を観し、朝顔の夕影またす、如露亦如電の有さまを観する事也。支考か八体といへ 名目 中に、 観相と言ふ名目あり。皆々、無常、哀傷、述懐、懐旧の体相にして、慶賀 席にてはいはれぬ一体なり。予か誹諧味噌苞の中に委しく評 置たり。　　　　
述懐懐旧の事
前にいえる の事は 十人に四五人は知る者あれ 」 （
一三オ
）此
述懐々旧の弐ヶ條は知らぬ誹諧士多 。余りと言ふもあま 有。文蒙也。細川幽斎の聞書といへる歌書 、述懐とはおもひをのふると言ふ字なれは、 吉事をよむとも然るへき様に見えたり。此懐 字は、フトコロとも訓して、心にこめておもふ事なり。尓れは、君は千代ませと思ひ、世は久 かれと思ふも 歌によまは幽聞のことく述懐なるへけれと、成らぬ事をな かしと心に願ふ思ひ のふれ 祝
言の題の詠方とは聊子細も有へからむか。さる故に、 述懐といへは、多くは憂患鬱憤の思ひのみ也。或は無常の世を嘆息し、又は志を遂すして齢老ひ、扨は無失の難をうけ、よきに付、あしきに付、心に思ふ事の、其通りにかなはすして、徒に過行を歎くへうの事。又懐旧とは、是もひとつ〳〵、人に いはねと、老て幼稚の昔を思ひ出し、若き人も面影を慕ひ、亦は」 （
一三ウ
）古き書籍なとを見て、古人




















































文勢句情大に相違す。かくのこ きは、一句心安きてにはなから、それさへ委しく伝授したる人なし。貞徳流には、此文理手尓葉の事委しく口決して、 其事よくすまされは、 師範をゆるす事なしとかや。古来、正しき伝授なるか故也。然るを、芭蕉の門下支考か書る古今抄の類ひ 許六か記せ 宇陀法師等に、少々手尓波の事有といへとも、両士共に以の外なる相違、剰同門家より出て一様ならぬかなる故そや。つく〳〵按すれは 両人ともに芭蕉より 伝授にはあらすして、何れも辨説と見 たり。 」 （
一六オ
）天尓波は日本の風俗に
して、母の乳房を放さぬ内より、既に和語を覚る物なれは、自然の理に 外に伝授事とて習ふ事にあらす。されはこそ、基俊 俊成時代迄は歌道に師弟と言ふ事な 、素より天尓波伝授抔と言ふ沙汰聞も及はす。然れ共、古代 歌 一字一 の誤 き、火のあつて水の冷なることく、学すして日本自然の風俗なる故也 るを、定家卿時代より、天下一たひ乱れ 栄枯地をかへ、上下混雑してり、人々の言語さへ移り替ると見えたれは、日本自然のてにはも訛ちらしてとり失ひし物か。さる程 伝授口決をうけされは、古歌も解しかたく、自歌もよめぬ事に成 けん。さは去 ら 堂上公卿の御方には、故実を守 て道の正しき故 や 上手下手は有へけれと、歌人、連歌師、扨は、貞徳流 俳諧士 」 （
一六ウ
）天尓波を
誤る様なる文蒙は一人もなし。そ 〳〵手尓波と言ふは和語 通用にして、日本一列替る事なし。譬へは、京の大工か建たる家に、江戸の畳さしか畳を入るれ共、闇に符節 合する事、天下の寸尺同しきか故也。芭蕉家に限りて寸法定らさる故、一門下の中 ても、許六、支考かことき相違あり。今とても 芭蕉家の秘伝うけたり て切字のなき発句する人あり。同門下に 同 伝授うけた 人 見す
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（二）
三九
るに、切れぬと言人あり、切れると言人有て、三人三色、五人五色にわかるゝ事、 畢竟教ゆる者も、 学ふ人も、 尓としたる捕へ所なく、たゝ推量の高慢のみにて、何の益 なき徒事と見えたり。誠、伝授の的切なる事なら、貞徳伝来のことく、十人は十 なから闇に符合すへし。さるを芭蕉家支考か作り事の證拠には、十人十色の」 （
一七オ
）





























































































程おかし。それはひきうす廻しと言ふ物也。詩には此格を倒装と言ひ、 歌、 連歌、 誹諧共にかくのこ く上下顛倒 て言ふ事常なれはわけて大廻しと言ふ物にあらす。そも〳〵大 しといふは 風雅道、 数年修行功者の上 て伝授せされ 尓と知れかた 。其故は見聞」 （
二〇オ
）いつ方にも切字切所なけれとも、一句の上にて何とな







下役を引廻す等の語は、人も言ひ我も聞わくる事、常談なれ共、所帯をとらへて振廻す事にもあらす。下役に縄にても付 馬か牛かの様にひき廻す事にあらさるは、皆能 知る所也。然れは、金銀の貯へ用意 てはなけれとも、入用ある日には、何程」 （
二〇ウ
）にても調
へて間を合せるをふりまはしと言ひ、 下役、 或は門弟子抔を下知し、導く事を、ひき廻す、取廻す 言ふ ならすや。句作の廻しといふも、定かに切字とてはなけれ共、切る所あり 又常談にも其事をそれとあらはにいはすし 、さとすやうの事をいひ廻しと あらすや。さる事と心得 詩歌連歌常談の通用もいひ廻し様に依てよく弁ふる事なるを大廻しといへは、けしか ぬ事のやうに覚へ、又 ひきうすを廻す様に理会 たる事、いと片腹痛し。よく知 人に便りて修行すへき事歟。　　　　　
仮字遣ひの事


















































































いつれにても尓るへし。もし、 故実の吟味正しき御公家なとにては、いかゝあらん。伝授をうくへし。殊に祝 字、意味合、いま俗の通例に言ふ。祝義は義理違ふ事なれとも、 その事をさへ知らぬ人多し。口伝にならてはいひか き故、細釈は爰に略す。　　　　　
調伏の事
是は祈禱の裏なり。上に下、左に右、吉に凶、夏に冬、みな陰陽表裏ある事、天地の常也 されは 歌道にも」 （
二三オ
）呪咀調伏の例は
















































































































偏の俳諧を始め申されての 古池 蛙に目 さまされてのと子共賺しの妄説をあやなし置た 共 七歳未満の小児のこときはいかひ士は、誠と心得、素より和漢の古事 夢にだも知らぬ俗客 彼支考賊
翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（二）
四三
か高上の論文に驚かされて数十年の訛となれると見えたり。さほと人偏の俳諧を始め申されし芭蕉庵主桃青、存生一代七部の撰集に何とて言 誹 と言字を用ひられしや。正しく其世に出板したる物なれは、伝写の誤ともいひかたか ん。かく目の前に見えたる物をさへ知らぬ事か、 」 （
二五ウ
）知つても［頑］愚の俗情なる故か、笑らは
れもせす、却 笑止千万の世の中也。されは、昔は人偏言偏かゝり〳〵に書しかと、しゐて争ひ論する事もな りしを、彼考賊か十論以後は頑 人偏を用ゆる故 又一方より古今集の故実とて意地強く言偏を改めぬ
（ママ）
る者あり。又、彼七部の撰集を拠して理非の論なく人
偏をかゝさる人有り。いつれかいつれならむ。迷ひ と て 言偏も人 も用ひす、毎度はい い は りかく人 有と や。左もなけれは、滑稽空戯抔と言事通例也。又 詼諧と書く人 り 詼
クハイ
は〽













































此二部をとり用ひは、 大かた誹諧士俗客 よき学文となるへし。又、その糸切歯 再評せし 焼大根は、正事を得ぬ返答の文 見えて、曽て学文の為にはならされとも、是も又考へ見て、篗纑輪、糸切歯の是非を辨へ知るへし。そも〳〵四季 詞よせ、東武の綾太
（ママ）
と言ふ








温の気に依ての遅速は論する境にあらす。大むね天下押なへて梅は春、紅葉は秋に極まつたり。花月は四季共にある物なるを、無名の花月は春秋に定め置たるは、連歌の法にして理の上の論にあらさるを以しるへし。尓れは、季方の事は、支考か古今抄なとに数ヶ条発明し置たれ共 是なる時 是にして、非な 時は非なるへし。あなかちに可否を争ふへき あらさるか、是に付ていま支考末流の輩か恋句を付る時、 前句も其恋につれ 恋句となるとやらん言ふ者 り心得難き私事と謂ふへし。無名の月 秋と定めし式法あれ 、もし前句夏冬等の句ならは、其季につれて付句の月も夏冬と成へき事恋句より確なる理なれ共 秋に定めて前句の」 （
二八オ
） 季につれさる事、
















雑躰をわかち給へり。尤其以前、古事記日本記等の国史には、さま〳〵の歌有て、其躰の名目わかち置 とも 奥義抄抔 て見
れは、唯乱句躰と言事、尓るへからむか。素盞烏尊八雲の神詠に四妙と言ふ秘説有て、三十一字五句の躰を本拠として、長短混本旋頭の類は、此五句三十一語より別れ出たる雑躰なる事、教を待すして尓り。扨、古今集に誹諧歌 いへるは、古代の名目とちかひ、初て貫之の名付られし事なから、公任、経信ことき専識の達人さへ 其子細惶りて評し給はされは、 」 （
二九オ
）いま更彼是いはむ事、その恐れ
なきにあらすといへとも、大むね唐の詩文章に俳諧と言ふ あ に准して、歌の体をも誹諧 わかち給ひし事か。其歌の為躰姿詞等を考へ見るに いま世 誹諧連歌のことく、俗 音語を用されは、大和歌は歌にして、其心詞に理屈をこめし一作意あれは、大やうあらぬ物にも理屈を付 一首によみかなへたる躰と見ゆれは 外〳〵の深長なる意味をこめ、こゝろの優美を感せ むる歌とは違ひ 弁舌よき者の軽口理屈詰のおとけ咄やう 物と見て置へからむか。始め作者はもろこしの俳諧躰 摸したる もあらす 唯あとなく和 の心にてよみ置し へけれと、後人の といへる多才の歌人 その躰をわかちて誹諧躰と名付られ 物なれは、賤しき風情姿詞等にはあらさるへし。 」 （
二九ウ
）尓れはいま世にいへる狂歌体ともいふへか
らす。扨、近年もて興する狂歌と言ふ物 大か 此誹諧歌 躰よりわかれ出たるらむとは思へとも、狂歌と言名目いつ 世 何と言ふ人のいひ出せしか、 何と言ふ書籍に出所確なる證文ある事かしらす。六百番 歌合やらむに狂歌 いへる事有 かと覚へぬれ 是を始とも定めかたし。 大かた此 合の以前よりいひ習 せし名目 か。さる故に年久しく尋ぬれ共、 知 人更になし、 つら〳〵思惟する 、仏語の狂言綺語より出たる名目にて、狂歌とは名付しか。但
シ誹諧











は狂歌の体にあらすなとゝ言ふもの有 。 ［至て］ 心得 たき事共也。狂と言ふ字に、式作法有へき也。大和歌は常の人 し 、狂歌とは歌の中にて狂人共言ふへき名目なるに、 狂人を捕へて是は狂人なり、彼は狂人ならすとて、常人のことく取扱ふへからむや。去なから此事考へ見るに、むかしの誹諧連 のことく、おもしろくおか き作意、いひかけ、言ひもしり等 事は言ひ古し、たま〳〵我たくみ出せしとおもふ事も 古き書籍の中に似寄たる事もあれは 骨折てせんなき心地もするそかし。さる物から、誹諧も連歌 狂歌 いにしへの姿はうせてなく成り 今世の狂歌と言ふ物は、是 畢竟音語俗語の大和歌といひ 尓るへし。さらは、狂歌の狂の字 誹諧連歌ふたつともに名のみ残り 本体は失たる物也。伊勢 守武」 （
三一オ
）
やらむ、世の教誡の為に詠置し百首の歌も 雅俗 差別なく、下賤民間の詞を其侭に用ひたる物にして、さ ておかしく したる躰も見えす。され共、本歌と言ふへきなら 。又誹諧歌と言ふにてもく、名付かたなきまゝに、狂歌とのみ言伝へた 。尓れは、今世
狂歌よみといふ人のよみしを見るに、十に三つ四つは狂したるおかしみもなく、俗語の侭 大和歌なれは、ひなふりとも名付へきならねは、今よりは俗語歌とか流言歌とか呼ひたし。しかしなから、狂歌体とて いつれにか、近年式法の有るよみか の習ひもある事に成しにや、井中の蛙いまた大海の様子を見も聞もおよはす。 しあらは狂歌とは言ふへからす。但
シ、数年の巧者、天性の達人有て、




























天性の国風なる事、言に及 す 尓れ共、近年元文以後の人物は何事によらす、薄情に成て、諺に言ふいき過の輩多き故、かく細かしき手尓波等の事を吟味する なき 見えた 。心に思ふ事を纔三十一語にいひ課る事 れは 一字一語の天 波も置様にて大に相違する事あり。品によつ は其作者 心と齟齬する事 侍り。まして、清濁の仮字遣ひに依て表裏す 歌道に」 （
三三オ
）よらす。俗談と










































































































































































































































































































の玉にてもと言ふ事にあたる故 調子あしく聞ふる也 此歌、〽生根玉も何の玉 、といはゝ、上 句
〽
光る也、の語と相当すへし。


























































むかし天竺に仏法を立て、人を導き教へ給ふに、開権顕実とかやいふ事ありて、経文のおも には作りこしらへたる偽りかさり多くあれ共、是は道を広むるの方便なるよし、即法華経に方便品とて、種々のいつはりを書れた は、彼の国の人はもと強悪 て、はしめより倍実の教に は治りかたき事を知り給ひて、四十九年未顕倍実とかや、御礼 国の気風によりてはいろ〳〵の治めかきあるへきなれと、仏法の方便は、唯其国 立派 れは、よしあしを論す には及はぬ事也。然 、日本は神世より人の正直丁寧なる国」 （
三九オ
）なれは、開権方便の沙汰にも及はす。何事も正道
をもて導さとし給へる神道の教なるよし。されとも、神の道の事は我よくしらぬ事なれと、むかしよりの教かたを見るに 少しもいつ りかさりたる はなし。し れは、其末に出たる連歌誹諧とても、人 導き教るの筋 よろつ日本の道にしたかひて、正道正直の外はあるへからす。
〇
	 むかし誹諧の達人に伊賀の芭蕉といふ人あり。此人 歌道を本として、世に正風 誹諧 教へた 、この道の大徳也。されは門弟三千もありし様にいふ人あれ共、 さほ 事にもあるましけれと、是は師の徳を ゝけんとて、孔門三千の沙汰に習ひ ひ 門弟をのれ〳〵か身持上をするとて、誰〳〵は 門の」 （
三九ウ
）十哲
なとゝ、是亦孔門の沙汰 習ひて 芭蕉の本意にもあらぬ事をさま〳〵 いひふらせり。もと芭蕉 誹風は、和歌 実義を本 するゆへ、 京大坂の虚花の人にはあはすして用ゆる人もなかりし故、京の門人唯三四人 大坂とても二三人、其余はみな〳〵い 人也。三千はしらね共、五百も七百 ありつらむなれと 多く 中にて芭蕉の本意にかなひたる人は、旧友素堂に、門弟にては、去来、丈草両人なり。其角、嵐雪、高弟なれ共、篤実ならす。芭蕉僊化の後に至ては、 其角流、 流、 許六流 支考流 とゝ、 面々流義の名を立 、師 誹風を崩したる中に、大罪なるもの 、美濃の支考姦賊なり。此者は蕉門の末弟にて さのみ稽古 なく 」（
四〇オ
）修行もなく、勿論芭蕉の教化にも預からす。唯弟子といふ






東国西国遠国の人々は、支考か内證の謀計はしらす。古今抄、十論なとの文章を見て、其才弁におとろかされて、芭蕉にかはらぬ上手なり 心得、三千の門人の中 も、是にたてつくものはなしと思ひ、ひた倍しに倍、仰を尽すは、すへて弁舌にのせら たるおろかなる人々也。我、尾州に生れて 此道を好
ミたれは、ある
























即井筒屋か奥書ありて、さなから芭蕉直作 様に思はせ、中に所〳〵墨消の句なとありて、いまた草稿の書なれ共、一字一行をたかへす其まゝに板行 た と とも井筒屋か丁実なるやうに見せかけたり。支考 いふもの 人をはかる事の大上手なれは、井筒やと蜜談して人のいかにもと感心する様に仕立たり。書林はもとより書を売弘め 利を得る事を好むもの也。支考は後の光にせんとてたくみなせる事なるよし。是亦師匠の物語也。後 光りになる所は何れそ いふに、此うちに芭蕉時分の歌仙五巻あり。後の二巻の連中には支考を出せり。これ支考か名を出し置て後 光りにせんと也。又」 （
四二オ
）此時の発句に「猿蓑にもれたる霜の松

























	 芭蕉死後三十五年過て享保十四年 支考古今抄を作りて板行せり。是に芭蕉直作の序文あ しかのみならす、本文大段はすへて芭蕉直作の文言也。是皆支考偽作 たる物也 決して信用ならぬ物也。 我此いつはりに倦果 獅子門を見限て俳諧をやめたる也。
〇






	 芭蕉死後二十五年過て、享保四年に俳諧十論、為辨抄なといふ書を作りて出版せり。是等の書一体芭蕉の旨 あらす 悉支考か自見の筋なれは、評するには及はぬ事なれ共、芭蕉大坂にて大病の
節、近方の門人は大かた集りしに、去来代筆のよしにて、遺書十通ありし。此十通の書置、支考請取て 支考か手前に三十年秘し置たれとも、今世にあらはすとて板行に出せり。其十通の内 、草庵の出山仏と古 伝と百人一首秘聞抄は支考へ可被遣候とあり。是、後の光僭上にせんとて 入たる文也。此度 前働おとろき入候とある。是、芭蕉直筆に 、前後働といふ後の」 （
四四オ
）
字を書おとされし物と見えて、命終期も近きに落字こそ却て殊勝なれと書たる 又上手に作りこしらへたるは 近松門左衛門同作なり。其上、 此十通 書置は十人の人々へそれ〳〵の名当有て、其人々へ届物なるに、支考不残横取し 三 年 間手前に秘し置たりと書たるは、扨も〳〵あたらぬ事に 弥それに相違なけれは、人々への届ヶ物を横取したる盗人の類ならん。是は何といふらちもなき事そや。是にて芭蕉の書 はこしらへものなる事明白也。
〇











へ、高弟も其本意を兼々聞れたる事故、一人も人偏をは用ひられす。芭蕉も終られ、古門人も残らす死果、今は天下にははかるへき人もなき時節を伺ひ 人偏 書あ ためて獅子門と言ふ一派を立て芭蕉の誹風を崩したるものは、全此考賊なれとも、我発見の新流義と言ては、諸人信任せぬ事なれは、やはり芭蕉を本尊に立て、何事も芭蕉より相伝せし様 天下の を偽り る謀計也。我等此道はやめたれと 、此道におゐて信すへき 芭蕉一人也。此外の者は一人も信すへきはあらす。殊 支考、露川なと」 （
四五ウ
）
の類なるもの 、此道の売僧也。誹賊也 たとへは 文筆の達者にて弁舌に人をおとろかす も、心法は姦賊 り。唐土 ても、楊子、墨子のともから、一たひは名を鳴かし、天下を皷動させて一派を立たれ共、 孔子 実学 ら見る時 異端道賊の輩なれは、今日本の儒者とても楊子、墨子を尊信す 者 なし。支考、露川なとは、 即蕉門の楊墨也。 才子なれ共、 信するに たらすとや。 昔文和延文の頃、二条家 末流大納言為兼といふ人 殊の外の才子にて、天下大かた此人の門弟と成、殊に定家卿の曽孫なれも一かたならす信仰して、大に名を鳴らされた 万事定家の掟に違ひ、変風異端 見識を立 、正風を崩されたるゆへ、終に関白良基公 是を奏して」 （
四六オ
）為兼をは遠嶋にうつされ、頓
阿法師を宗匠とし 再正風に戻されしとかや。為兼 諸人に勝れし抜群の才子なれ共 今世に為兼を用せる人は一人もなし。何ほと才弁なれはとて、 不実謀計なるは 君子 はいふへからす。歌道に為兼、誹道に支考、共に 風雅の道賊也。
〇









	 去来嵯峨に世をのかれて一 此道をた しめり。子孫なくして一代切なれ共、此人も芭蕉とひとしく 長崎向氏の二男なれは、家を継へき人ならね 、さもあるへし。丈草、支考は、もとよ 沙門なれはさもあらん。唯 侍農工商 家長に生れ 家を立 き身分として、誹諧に入過ては、家職を失ふ よからぬ事也。我 本松浦の家に二男なれは、あなかち 業 立るにも及はす。芭風雲をうらやみて、何とそ誹諧師に らんと思ひ、獅子門の人の弟子となりて、より〳〵此道を修行せしに、兄文節不幸にして業を継へき人 けれは、誹諧師の望 」 （
四七ウ
）やめて先祖の医業を







































（一）―」 （ 『山陰研究』第六号、二〇一三年一二月、島根大学法文学部山陰研究センター） 、同「翻刻・手錢記念館所蔵俳諧伝書（一）―手錢記念館所蔵俳諧資料（二） 」 （ 『湘北紀要』三五号、二〇一四年三月、湘北短期大学） 、同「百蘿追善集『あきのせみ ―手錢記念館所蔵俳諧資料 （三） ―」 （ 『山陰研究』 第七号、 二〇一四年一二月、島根大学法文学部山陰研究センター）に続く、島根大学法文学部山陰研究センター山陰研究プロジェクト「山陰地域文学関係資料の公開に関するプロジェクト」 （二〇一三～二〇一五年度、代表 野本瑠美） 、国文学研究資料館基幹研究「近世における蔵書形成と文芸享受」 （代表 ・ 大高洋司） 科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 「 「人を結びつける文化」 としての俳諧研究」 （研究課題番号
26370259 ） （代
表・伊藤善隆）の研究成果の一部である。
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